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が
あ
る
と
い
う
。

　

韮
崎
市
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
候
補
地
に
な
っ
た

の
は
、
引
率
役
の
高
橋
秀
歩

さ
ん
の
友
人
が
韮
崎
市
在
住

で
、
市
内
で
商
店
街
の
活
性

化
や
青
少
年
育
成
プ
ラ
ザ

「
ミ
ア
キ
ス
」
の
取
り
組
み

な
ど
を
聞
い
て
い
た
こ
と
か

ら
、
今
年
４
月
上
旬
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
た
東
大
生

シ
ア
ム
は
、
２
０
２
３
年
に

東
大
内
に
設
立
さ
れ
た
も
の

で
、
ま
ち
づ
く
り
や
商
店
街

の
活
性
化
、
市
役
所
と
の
連

携
な
ど
、
地
域
に
学
生
が

入
っ
て
様
々
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は

韮
崎
市
の
ほ
か
に
、
神
奈
川

県
三
浦
市
や
静
岡
県
牧
之
原

市
な
ど
国
内
約
10
カ
所
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
候
補
地

　

今
回
「
東
大
生
地
方
創
生

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
所
属

す
る
高
橋
秀
歩
さ
ん
（
４

年
）、
高
山
莉
緒
さ
ん
（
２

年
）、中
村
真
結
さ
ん
（
同
）、

河
合
隆
磁
さ
ん
（
１
年
）、

佐
藤
大
智
さ
ん
（
同
）、
鳴

海
ジ
ロ
ー
さ
ん
（
同
）
の
６

人
が
韮
崎
市
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
に
訪
れ
た
。

　

こ
の
地
方
創
生
コ
ン
ソ
ー

地
方
創
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の

際
に
、韮
崎
市
を
紹
介
し
て
、

５
人
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
う
。

　

18
日
は
合
同
会
社
ニ
ラ
サ

キ
ヤ
社
員
の
村
元
壮
さ
ん
が

学
生
た
ち
を
案
内
し
、
韮
崎

駅
周
辺
の
商
店
街
を
歩
き
な

が
ら
「
江
戸
時
代
は
宿
場
町

だ
っ
た
」
こ
と
や
空
き
店
舗

だ
っ
た
「
ア
メ
リ
カ
ヤ
」
が

複
合
施
設
と
し
て
復
活
し
た

こ
と
で
、
空
き
店
舗
へ
の
新

規
参
入
が
増
え
て
き
た
こ
と

な
ど
を
説
明
し
た
。

　

続
い
て
、
韮
崎
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
内
の
ミ
ア

キ
ス
を
訪
れ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

河
原
部
社
の
西
村
直
樹
さ
ん

は
、
開
設
約
10
年
で
２
０
０

０
人
を
超
え
る
利
用
者
登
録

に
な
っ
た
こ
と
や
中
高
生
の

第
３
の
居
場
所
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
こ

れ
ま
で
に
行
わ
れ
て
き
た
企

画
内
容
も
紹
介
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
韮
崎
大
村
美

術
館
を
訪
れ
、
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
て

い
る
大
村
館
長
と
対
談
。
同

美
術
館
に
隣
接
す
る
蛍
雪
寮

に
移
動
し
て
、
大
村
博
士
が

代
表
を
務
め
る
「
積
み
重
ね

の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
15
人
と

も
交
流
し
た
。

　

19
日
に
は
、
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
穂
坂
町
で
栽
培
・

収
穫
し
た
ピ
オ
ー
ネ
で
醸
造

し
た
ワ
イ
ン
の
試
飲
会
に
学

生
が
参
加
。
韮
崎
駅
近
く
の

雑
貨
店
で
行
わ
れ
た
「
一
般

販
売
し
て
い
な
い
ワ
イ
ン
」

の
試
飲
会
の
店
頭
に
立
ち
、

行
き
交
う
人
に
声
を
掛
け

た
。

　

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参

加
し
た
鳴
海
さ
ん
（
１
年
）

は
、「
山
登
り
や
地
理
学
が

好
き
な
の
で
韮
崎
市
に
来
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
武
田
氏

の
歴
史
や
七
里
岩
、
商
店
街

の
活
性
化
な
ど
、
素
敵
な
素

材
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
も

学
ん
だ
。
山
好
き
の
視
点
で

再
訪
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
引
率
役
の
高
橋
さ

　

地
域
の
現
場
に
飛
び
込
み
、
様
々
な
大
人
た
ち
と
協
働
し
な
が
ら
活
躍
す
る
東
京

大
学
の
「
東
大
生
地
方
創
生
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
に
所
属
す
る
学
生
が
４
月
18
日
、

19
日
の
２
日
間
、
韮
崎
市
内
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
行
い
、
Ｊ
Ｒ
韮
崎
駅
前
の
状

況
や
韮
崎
大
村
美
術
館
の
大
村
智
館
長
と
の
対
談
、
市
内
事
業
者
と
の
交
流
な
ど
を

経
験
。学
生
た
ち
が
ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
考
え
る
の
か
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
。

ん
は
、「
２
日
間
で
多
く
の

方
と
交
流
で
き
た
の
は
貴
重

な
機
会
だ
っ
た
。
関
係
性
を

持
ち
な
が
ら
、
今
年
度
中
に

は
再
訪
す
る
予
定
で
す
」
と

話
し
て
い
る
。

ど
約
20
人
で
作
業
し
た
。

　

こ
の
草
刈
り
活
動
は
、
２

０
０
１
年
か
ら
毎
年
、
県
道

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甘
利
山
倶
楽

部
は
、
甘
利
山
登
山
道
に
あ

る
「
富
士
山
展
望
エ
リ
ア
」

で
、
４
月
26
日
、
恒
例
の

「
春
の
草
刈
り
」
を
行
っ
た
。

同
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
や
一

般
、
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

６
１
３
号
甘
利
山
公
園
線
の

冬
期
通
行
止
め
の
解
除
（
４

月
24
日
）
に
合
わ
せ
て
行
っ

て
い
る
も
の
で
、
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
を
は
じ
め
と
し
た
甘
利

山
の
植
物
の
保
全
を
目
的
に

し
て
い
る
。

　

当
日
は
、
標
高
約
１
４
０

０
㍍
に
あ
る
「
富
士
山
展
望

エ
リ
ア
」（
約
２
５
０
平
方

㍍
）
の
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
群

生
地
で
作
業
が
行
わ
れ
、
参

加
者
は
レ
ン
ゲ
ツ
ツ
ジ
の
株

の
周
辺
に
繁
茂
す
る
ミ
ヤ
コ

ザ
サ
を
手
鎌
で
刈
り
取
っ
た

ほ
か
、
同
倶
楽
部
の
会
員
は

木
製
階
段
の
補
修
作
業
を

行
っ
た
。（
写
真
）

　

参
加
し
た
県
立
韮
崎
高
等

学
校
３
年
の
小
沢
恵
衣
実
さ

ん
は
、「
甘
利
山
は
韮
崎
高

校
の
あ
る
地
域
の
代
表
的
な

山
な
の
で
、
自
分
で
も
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
探

し
て
い
た
ら
草
刈
り
が
あ
る

こ
と
を
知
り
、
参
加
し
ま
し

た
。
食
害
に
さ
ら
さ
れ
ず
に

き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
て
ほ

し
い
」
と
話
し
た
。

　

甘
利
山
倶
楽
部
の
小
林
美

珠
さ
ん
は
、「
甘
利
山
の
冬

期
閉
鎖
前
に
毎
年
ミ
ヤ
コ
ザ

サ
を
刈
り
取
っ
て
い
る
が
、

閉
鎖
中
に
30
㌢
以
上
に
成
長

し
て
い
る
。
こ
の
時
期
に
刈

り
取
ら
な
け
れ
ば
、
ツ
ツ
ジ

の
成
長
や
開
花
に
影
響
を
及

ぼ
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
は
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と

語
っ
た
。

　住民同士の交流と健康増進を図ろうと「清哲町民運動会」（清哲町スポー
ツ協会主催）が、４月 26 日に清哲公民館に隣接するスポーツ広場で開か
れ、清哲町の幼児から大人まで計約１２０人が参加した。当日は、ビン
倒しやタイヤ転がし、二人三脚など、９種目が用意され、長縄跳びでは
一列になった参加者が「はい」のかけ声とともに一斉にジャンプした。

活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ

東
大
生
が
大
村
博
士
や
住
民
と
交
流

今
シ
ー
ズ
ン
の
準
備
進
む

甘
利
山
で「
春
の
草
刈
り
」実
施

韮崎大村美術館の館長室で、大村館長と対談する
学生たち

https://e-iezukuri.net/
https://lin.ee/Hqfs6Y0
https://www.instagram.com/simurakensetsu3536?igsh=eTJ4ZTdmdHl5ODh5
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人
と
し
て
働
く
傍
ら
、
蛍

の
保
護
活
動
と
蛍
籠
づ
く

り
を
続
け
て
き
た
。

　

蛍
籠
は
、
麦
わ
ら
や
稲

わ
ら
を
編
み
上
げ
た
「
虫

籠
」
で
、
子
ど
も
の
手
遊

び
と
も
言
わ
れ
る
が
、
ら

せ
ん
状
の
美
し
い
造
形
は

工
芸
品
の
よ
う
。

　

地
域
の
人
が
つ
く
っ
た

風
鈴
付
き
の
蛍
籠
に
感
銘

を
受
け
た
三
枝
さ
ん
は
、

そ
の
人
に
教
わ
り
つ
つ
、

見
よ
う
見
ま
ね
で
制
作
を

始
め
て
約
40
年
に
な
る
。

「
風
に
吹
か
れ
て
揺
れ
る

人
ひ と

　

中
田
町
小
田
川
地
区

の
「
ほ
た
る
の
里
」
で
は
、

40
年
に
わ
た
り
蛍
が
生
息

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や

保
護
活
動
が
続
け
ら
れ
て

い
る
。
毎
年
６
月
に
は
同

地
区
の
柳
原
神
社
で
「
小

田
川
ホ
タ
ル
ま
つ
り
」
が

開
か
れ
、
鑑
賞
と
合
わ
せ

て
「
蛍
籠
」
づ
く
り
が
体

験
で
き
る
。

　

こ
の
指
導
に
当
た
る
中

田
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
三

枝
澄
男
さ
ん
（
77
）
は
、

祖
父
の
代
か
ら
続
く
畳
店

を
18
歳
で
継
い
だ
。
畳
を

床
（
芯
）
か
ら
つ
く
る
職

蛍
籠
が
き
れ
い
で
、
つ
く

り
た
い
と
思
っ
た
」
と
振

り
返
る
。

　

小
田
川
ホ
タ
ル
愛
護
会

会
長
の
遠
藤
章
さ
ん
は

「（
蛍
籠
を
）
つ
く
れ
る
人

は
何
人
か
い
る
が
、
三
枝

さ
ん
ほ
ど
美
し
く
仕
上
げ

ら
れ
る
人
は
い
な
い
」
と

話
す
。

　

材
料
に
は
、
刈
り
取
っ

て
１
年
以
上
乾
燥
さ
せ
た

麦
わ
ら
を
使
い
、
太
さ
の

異
な
る
素
材
を
見
極
め
な

が
ら
、
下
部
に
は
太
い
も

の
、
上
部
に
向
か
っ
て
細

い
も
の
を
継
ぎ
な
が
ら
編

み
上
げ
る
こ
と
で
、
独
特

の
曲
線
美
が
生
ま
れ
る
。

幅
を
徐
々
に
絞
り
な
が
ら

形
を
整
え
る
工
程
や
角
を

そ
ろ
え
る
折
り
の
技
術
に

は
熟
練
を
要
す
る
。

ホ
タ
ル
ま
つ
り
で
は
、

子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、
幅
広

い
参
加
者
に
蛍

籠
の
つ
く
り
方

を
教
え
て
き

た
。
麦
わ
ら
が
立
体
的
な

籠
へ
と
変
わ
る
過
程
に
、

驚
き
と
楽
し
さ
を
感
じ
る

人
は
多
い
と
い
う
。

　
「
出
来
上
が
っ
た
と
き

の
参
加
者
の
表
情
を
見
る

の
が
楽
し
い
」
と
三
枝
さ

ん
。
こ
の
技
術
を
残
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

強
い
意
識
は
な
い
と
し
つ

つ
も
、「
後
を
継
ぐ
人
が

見
つ
か
れ
ば
」
と
静
か
に

期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

麦
わ
ら
で
つ
く
る〝
蛍
籠
〟

中
田
町　

三
枝
　
澄
男
さ
ん

　

韮
崎
市
ふ
る
さ
と
偉
人
資

料
館
で
開
催
し
て
い
る
企
画

展
「
昭
和
１
０
０
年
を
迎
え

て　

韮
崎
市
の
人
と
く
ら

し
」
の
第
２
弾
「
教
育
・
文

化
編
」
が
こ
の
ほ
ど
始
ま
っ

た
。
会
期
は
来
年
３
月
22
日

ま
で
。

　

こ
の
企
画
展
は
、
韮
崎
市

の
昭
和
１
０
０
年
を
紹
介
す

る
も
の
で
、昨
年
は
「
産
業
・

交
通
・
災
害
」
に
つ
い
て
パ

ネ
ル
展
示
し
、
今
回
は
「
教

育
」
と
「
文
化
」
を
テ
ー
マ

に
し
て
パ
ネ
ル
で
解
説
し
て

い
る
。

　

展
示
の
「
教
育
編
」
で
は
、

甲
府
市
の
旧
山
梨
裁
縫
学
校

（
現
山
梨
県
立
甲
斐
清
和
高

等
学
校
）
の
創
設
者
で
、
穴

山
町
出
身
の
伊
藤
う
た
氏
を

は
じ
め
、
中
田
町
に
裁
縫
や

礼
儀
作
法
を
学
ぶ「
国
本（
こ

く
も
と
）
女
学
校
」
を
開
校

し
た
中
田
町
出
身
の
細
田
さ

だ
の
氏
な
ど
の
人
物
や
学
校

の
統
廃
合
の
歴
史
を
紹
介
。

　

文
化
編
で
は
、
市
立
韮
崎

小
学
校
、
同
韮
崎
北
西
小
学

校
、
同
韮
崎
西
中
学
校
の
校

歌
を
作
詞
し
た
岩
下
出
身
の

小
池
藤
五
郎
氏
や
藤
井
町
の

遺
跡
「
坂
井
遺
跡
」
の
発
掘

に
携
わ
り
、
県
内
初
の
博
物

館
と
い
わ
れ
る
「
坂
井
考
古

館
」
を
開
館
し
た
藤
井
町
出

身
の
志
村
滝
蔵
氏
の
ほ
か
、

国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
武
田
八
幡
宮
や
願
成
寺

な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

　

村
松
菖
蒲
学
芸
員
は
、「
韮

崎
市
の
教
育
、
文
化
の
礎
を

築
い
て
き
た
先
人
や
変
遷
を

知
り
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に

つ
い
て
も
目
を
向
け
る
き
っ

か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

偉
人
資
料
館
の
開
館
時
間

は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
で

休
館
日
は
月
曜
日
。
入
館
無

料
。

　

問
い
合
わ
せ
は
☎
21
・
３

６
３
６
ま
で
。

　

穂
坂
町
出
身
で
洋
画
家
の

坂
本
富
江
さ
ん
（
76
）
を
ゲ

ス
ト
に
迎
え
た
「
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
ト
ー
ク
」
が
、
４
月
18

日
に
韮
崎
大
村
美
術
館
で
開

か
れ
、
同
館
の
企
画
展
「
季

節
の
彩
り　

花
の
歳
時
記
」

で
展
示
し
て
い
る
自
身
の
作

品
の
制
作
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

語
っ
た
。

　

こ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー

ク
は
、
企
画
展
で
紹
介
し
て

い
る
作
品
や
作
家
の
制
作
に

対
す
る
思
い
な
ど
を
直
接
聞

く
機
会
を
設
け
、
よ
り
企
画

展
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と

行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
市
内
外
か
ら
約

40
人
が
参
加
。
坂
本
さ
ん
は

企
画
展
に
展
示
し
て
い
る
油

彩
画
「
明
日
へ
～
能
登
の

春
」の
前
で
、「
こ
の
作
品
は
、

２
０
２
４
年
の
能
登
半
島
地

震
で
被
災
し
た
能
登
の
復
興

を
支
援
し
よ
う
と
描
い
た
作

品
」と
話
し
始
め
た
。（
写
真
）

　

家
族
や
友
人
と
何
度
も
旅

で
石
川
県
の
奥
能
登
を
訪
れ

て
い
た
こ
と
か
ら
、
地
震
発

生
後
に
「
自
分

に
で
き
る
復
興

支
援
は
何
か
」

と
考
え
、
過
去

に
能
登
で
描
い

た
桜
の
ス
ケ
ッ

チ
を
基
に
復
興

を
願
い
な
が
ら

約
１
年
を
か
け

て
制
作
し
た
こ

と
を
紹
介
し
、

「
桜
の
周
り
に

は
菜
の
花
、
チ
ョ
ウ
、
鳥
を

描
き
、
命
の
つ
な
が
り
を
表

現
し
た
」
と
語
っ
た
。

　

龍
岡
町
か
ら
参
加
し
た
小

倉
い
く
子
さ
ん（
76
）は「
高

校
時
代
の
同
級
生
で
、
作
品

に
興
味
が
あ
り
参
加
し
た
。

作
品
か
ら
生
命
力
が
伝
わ
っ

て
く
る
の
は
、
復
興
へ
の
思

い
が
あ
っ
た
か
ら
な
の
だ
と

知
り
、
理
解
で
き
た
。
同
級

生
と
し
て
誇
り
に
思
う
」
と

笑
顔
で
話
し
た
。

い
」
が
開
か
れ
る
。
出
演
は
小

林
方
子
さ
ん
、松
村
淑
子
さ
ん
、

春
藤
博
子
さ
ん
。
参
加
無
料
。

午
後
２
時
開
会
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
22
・
４
９
４
６
ま
で
。

■
花
の
勉
強
隊

　

５
月
24
日
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
甘

利
山
倶
楽
部
主
催
の
「
甘
利
山

に
咲
く
お
花
の
勉
強
隊
」
が
開

か
れ
る
。
午
前
９
時
に
椹
（
さ

わ
ら
）
池
駐
車
場
に
集
合
。
参

加
費
は
大
人
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
２
０
０
円
）。
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
８
５
９
５

‐
６
１
４
１
（
歳
森
）
ま
で
。

■
バ
ス
ケ
教
室
受
講
生
募
集

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
ア

リ
ー
ナ
で
は
「
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
教
室
」
の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
る
。
対
象
は
小
学
１

年
生
～
３
年
生
。
定
員
15
人
。

教
室
は
６
月
４
日
～
７
月
30
日

（
６
月
11
日
除
く
）
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
を
予
定
し
て
い
る
。

参
加
費
１
万
円
（
全
８
回
分
）。

問
い
合
わ
せ
は
☎
45
・
９
２
５

５
ま
で
。

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
か
れ
る
。
チ

ケ
ッ
ト
は
一
般
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
下
５
０
０
円
）。
午

後
１
時
30
分
開
演
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
30
・
０
５
１
０
ま
で
。

■
大
調
和
展

　

５
月
31
日
～
６
月
７
日
ま

で
「
第
64
回
大
調
和
展
山
梨
巡

回
展
」
が
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
ニ
コ
リ
で
開
か
れ
る
。
開

館
時
間
は
午
前
10
時
～
午
後
５

時
ま
で
。
入
場
無
料
。
問
い
合

わ
せ
は
☎
０
９
０
‐
４
２
２
７

‐
６
７
５
３
（
矢
田
）
ま
で
。

■
料
理
教
室

　

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
ラ
イ
ン
お
か

み
さ
ん
会
は
、
５
月
17
日
、
韮

崎
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ

で
料
理
教
室
「
あ
の
野
草
DE
ラ

ン
チ
」
を
開
く
。
定
員
15
人
。

参
加
費
４
０
０
０
円
。
午
前
10

時
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
０

９
０
‐
８
６
８
８
‐
９
０
２
８

（
成
島
）
ま
で
。

■
朗
読
の
つ
ど
い

　

韮
崎
市
立
大
村
記
念
図
書
館

で
５
月
16
日
、「
朗
読
の
つ
ど

る
。
開
館
時
間
は
午
前
10
時
〜

午
後
５
時
ま
で
。
入
場
無
料
。

詳
し
く
は
☎
０
９
０
‐
２
１
４

７
‐
９
８
８
０
（
山
下
）
ま
で
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

韮
崎
市
の
市
民
生
活
課
で

は
、
５
月
23
日
に
国
道
20
号
沿

い
の
歩
道
で
実
施
す
る
「
オ
オ

キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
駆
除
作
戦
」
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い

る
。
午
前
８
時
に
北
巨
摩
合
同

庁
舎
ま
た
は
韮
崎
市
役
所
に
集

合
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
１

１
１
４
ま
で
。

■
寄
せ
植
え
教
室

　

６
月
７
日
、
韮
崎
市
民
交
流

セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
で
「
多
肉
植

物
寄
せ
植
え
教
室
」
が
開
か
れ

る
。
講
師
は
米
山
葉
月
さ
ん
。

定
員
15
人
で
要
予
約
。
参
加
費

１
０
０
０
円
。午
前
10
時
開
会
。

問
い
合
わ
せ
は
☎
22
・
１
１
２

１
ま
で
。

★
武
田
の
里
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文

化
ホ
ー
ル
で
６
月
７
日
、「
第

９
回
武
田
の
里
吹
奏
楽
フ
ェ
ス

ル
ラ
ン
ナ
ー
清
宮
ゆ
か
り
さ
ん

と
楽
し
く
ト
レ
ラ
ン
」（
５
０

０
円
）
が
行
わ
れ
る
。
午
前
９

時
30
分
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は

☎
37
・
４
３
６
２
ま
で
。

★
市
民
合
唱
団
コ
ン
サ
ー
ト

　

５
月
10
日
に
韮
崎
市
民
合
唱

団
に
よ
る
「
合
唱
コ
ン
サ
ー
ト

～
時
を
超
え　

ひ
び
け
歌
声
」

が
韮
崎
中
央
公
園
野
外
音
楽
堂

で
開
か
れ
る
。
参
加
無
料
。
午

前
10
時
30
分
開
会
。
問
い
合
わ

せ
は
☎
22
・
０
１
８
８
ま
で
。

■
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

　

韮
崎
大
村
美
術
館
で
は
、
５

月
31
日
に
企
画
展
「
季
節
の
彩

り　

花
の
歳
時
記
」
の
関
連
イ

ベ
ン
ト
「
学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ

ラ
リ
ー
ト
ー
ク
」
を
開
く
。
参

加
無
料
（
入
館
料
別
）。
午
後

１
時
開
会
。
問
い
合
わ
せ
は
☎

23
・
７
７
７
５
ま
で
。

■
韮
美
展

　

市
民
団
体
「
韮
美
会
」
に
よ

る
企
画
展
「
韮
美
展
」
が
５
月

７
日
ま
で
韮
崎
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
ニ
コ
リ
で
開
か
れ
て
い

■
初
級
登
山
講
座

　

韮
崎
市
中
央
公
民
館
で
は
、

５
月
30
日
と
６
月
６
日
に
「
初

級
登
山
連
続
講
座
」
を
開
く
。

講
師
は
白
鳳
会
の
秋
田
誠
さ

ん
。
５
月
30
日
は
座
学
「
服
装

と
装
備
」
で
会
場
は
韮
崎
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
ニ
コ
リ
。
午
前

10
時
開
会
。６
月
６
日
は「
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
満
開
の
瑞
牆
山
に
登
ろ

う
」
で
午
前
７
時
に
瑞
牆
山
県

営
無
料
駐
車
場
に
集
合
。
定
員

15
人
。
参
加
無
料
。
申
し
込
み

は
５
月
７
日
か
ら
（
先
着
順
）。

詳
細
は
☎
20
・
１
１
１
５
ま
で
。

■
穂
坂
自
然
公
園
イ
ベ
ン
ト

　

穂
坂
自
然
公
園
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
16
日
、

「kokoro

ピ
ラ
テ
ィ
ス
エ
ク

サ
サ
イ
ズ
」（
参
加
費
１
０
０

０
円
）
を
開
く
。
午
前
10
時
開

会
。
ま
た
、
31
日
は
「
ト
レ
イ

　

４
月
25
日
に
、
穂
坂
町
の

市
立
穂
坂
小
学
校
の
体
育
館

や
校
庭
を
会
場
に
し
た
「
穂

坂
小
ま
つ
り
！
」（
同
実
行

委
員
会
主
催
）
が
初
め
て
開

か
れ
、
多
く
の
家
族
連
れ
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
グ
ル
メ

を
楽
し
ん
だ
。（
写
真
）

　

こ
の「
穂
坂
小
ま
つ
り
！
」

は
、「
穂
坂
町
に
活
気
を
も

た
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

か
」
と
同
実
行
委
員
会
の
パ

ン
理
恵
さ
ん
と
相
山
幸
寛
さ

ん
、
小
俣
真
由
美
さ
ん
が
発

起
人
と
な
っ
て
昨
年
９
月
か

ら
準
備
を
進
め
て
き
た
も
の

で
、
穂
坂
町
の
家
具
店
や
畳

店
、
市
内
の
飲
食
店
な
ど
14

事
業
者
が
参
加
し
た
。

　

当
日
は
、
体
育
館
で
木
工

作
や
畳
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
づ

く
り
、
せ
っ
け
ん
づ
く
り
、

小
物
づ
く
り
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
か
れ
た
ほ

か
、
時
間
指
定
で
子
ど
も
た

ち
に
よ
る
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
「
穂
坂
し
ょ
う
店
」
や
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
を
す
る

「
絵
本
の
じ
か
ん
」、
家
族
写

真
の
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

　

体
育
館
前
の
職
員
駐
車
場

で
は
、カ
レ
ー
や
ピ
ザ
、ジ
ェ

ラ
ー
ト
な
ど
の
飲
食
ブ
ー

ス
、
校
庭
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア

体
験
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
さ
れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い
た
。

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
店
員
を
務
め
た

宮
沢
駈
さ
ん
（
穂
坂

小
５
年
）
は
、「
こ
ん

な
に
た
く
さ
ん
の
人

が
来
る
と
は
思
わ
ず
、

驚
き
ま
し
た
。
い
つ

も
は
勉
強
し
て
い
る

学
校
が
特
別
な
遊
び

場
に
な
っ
て
楽
し
い
。
穂
坂

小
の
良
さ
を
伝
え
ら
れ
た
と

思
う
」
と
笑
顔
で
話
し
た
。

　

実
行
委
員
会
の
小
俣
さ
ん

は
、「
穂
坂
小
を
卒
業
し
た

方
た
ち
が
多
く
来
て
く
れ

て
、
小
さ
な
同
窓
会
の
よ
う

に
な
り
、
う
れ
し
く
な
り
ま

し
た
。
次
の
開
催
を
期
待
す

る
声
も
あ
っ
た
の
で
、
年
に

１
回
開
催
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
う
」
と
話

し
た
。

ふ
る
さ
と
偉
人
資
料
館「
教
育・文
化
編
」

先
人
の
偉
業
、パ
ネ
ル
紹
介

坂
本
富
江
さ
ん
が
思
い
語
る

大
村
美
術
館「
花
の
歳
時
記
」

穂
坂
町
に
活
気

「
穂
坂
小
ま
つ
り
」

人
気
集
め
大
盛
況

偉人資料館で行われている昭和100年の「教育・文化編」
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駅そば
うまい・やすい・早い

三拍子

駅弁の丸政

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

甲府北口店、韮崎駅、 長坂駅
小淵沢駅、富士見駅

お気軽にお問い合わせ下さい。
Tel 0551-36-2521

お弁当・料理を承ります。
スタッフ募集中

〒408-0312
山梨県北杜市白州町台ヶ原 2283
Tel.0551-35-2236（代）

山梨銘醸株式会社

　

甲
斐
警
察
署
（
大
勝
和
彦

署
長
）
は
、
４
月
６
日
、
振

り
込
め
詐
欺
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
資

詐
欺
を
未
然
に
防
い
だ
と
し

て
、
双
葉
竜
地
郵
便
局
（
甲

斐
市
）
と
穴
山
郵
便
局
（
韮

崎
市
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝

状
を
贈
呈
し
た
。

甲
斐
署
生
活
安

全
課
に
よ
る
と
、

双
葉
竜
地
郵
便

局
で
は
、
３
月
12

日
、
60
代
男
性
が

キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
郵
送
し
よ
う

と
訪
れ
、
対
応
し

た
深
沢
久
美
さ
ん

が
詐
欺
を
疑
い
警

察
に
通
報
。
ま
た
、
穴
山
郵

便
局
で
は
、
３
月
18
日
に
70

代
の
女
性
が
「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
投
資

で
３
０
０
万
円
を
振
り
込
み

た
い
」
と
窓
口
を
訪
れ
、
青

柳
綾
美
さ
ん
と
清
水
未
知
留

さ
ん
が
不
審
に
思
い
警
察
に

通
報
。
そ
れ
ぞ
れ
詐
欺
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
と

い
う
。

　

６
日
の
贈
呈
式
に
は
、
双

葉
竜
地
郵
便
局
の
白
須
崇
将

局
長
と
深
沢
さ
ん
、
穴
山
郵

便
局
は
青
柳
さ
ん
が
局
を
代

表
し
て
出
席
。
大
勝
署
長
が

感
謝
状
を
贈
呈
し
、「
日
頃

か
ら
詐
欺
被
害
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
の
防
犯
意
識
を
高
め

て
い
る
か
ら
こ
そ
被
害
の
防

止
に
つ
な
が
っ
た
。
今
後
も

被
害
防
止
対
策
に
努
め
、
協

力
し
て
ほ
し
い
」
と
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

　

穴
山
郵
便
局
の
青
柳
さ
ん

は
、「
い
つ
も
穴
山
郵
便
局

を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
だ
っ

た
の
で
、
焦
る
様
子
や
言
動

が
お
か
し
い
と
思
い
詐
欺
を

疑
い
ま
し
た
。
投
資
詐
欺
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
て

良
か
っ
た
。
今
後
も
高
額
の

送
金
す
る
方
に
は
、
ま
ず
内

容
を
確
認
す
る
こ
と
に
努
め

て
い
く
」
と
話
し
、
同
郵
便

局
に
も
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

　

県
立
韮
崎
高
等
学
校
吹
奏

楽
部
（
飛
田
英
里
顧
問
）
の

「
第
55
回
定
期
演
奏
会
」
が
、

５
月
16
日
、
17
日
に
東
京
エ

レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
る
。
現
在
、

部
員
86
人
は
「
幸
吹
（
こ
う

ふ
く
）」
を
テ
ー
マ
に
練
習

に
汗
を
流
し
て
お
り
、
来
場

者
に
最
高
の
演
奏
を
披
露
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

４
月
19
日
に
は
、
文
化

ホ
ー
ル
を
会
場
に
し
た
全
体

練
習
が
行
わ
れ
、
楽
器
の

パ
ー
ト
ご
と
の
並
び
方
を
決

め
た
後
、
仲
田
太
年
副
顧
問

の
指
揮
で「
ド
ラ
ゴ
ン
の
年
」

や
「
音
楽
祭
の
プ
レ
リ
ュ
ー

ド
」
な
ど
の
曲
の
通
し
練
習

を
行
い
、
音
の
強
弱
や
吹
き

始
め
の
統
一
な
ど
、
細
か
い

点
を
確
認
し
た
。

　

今
回
の
定
期
演
奏
会
で

は
、「
ク
ラ
シ
ッ
ク
」
を
は

じ
め
、「
ド
リ
ル
」、「
ポ
ッ

プ
ス
」
の
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ

を
用
意
し
て
、「
シ
ン
フ
ォ

ニ
エ
ッ
タ
」
や
「
レ
・
ミ
ゼ

ラ
ブ
ル
」
な
ど
の
ほ
か
、
隊

列
移
動
や
演
劇
を
交
え
た
演

奏
な
ど
、
全
19
曲
を
披
露
す

る
こ
と
に
し
て
お
り
、
訪
れ

た
人
た
ち
が
演
奏
を
聴
い
て

「
幸
せ
に
な
る
よ
う
に
」
と

い
う
願
い
を
込
め
て
い
る
。

　

古
沢
明
歩
部
長
（
３
年
）

は
、「
本
番
ま
で
残
り
１
カ

月
を
切
り
、
練
習
に
も
力
が

入
っ
て
い
る
。
聴
い
て
く
れ

る
人
を
幸
せ
に
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽

し
く
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た

演
奏
を
す
る
こ
と
な
の
で
、

し
っ
か
り
と
練
習
を
重
ね
て

い
く
」
と
話
す
。

　

ま
た
、
定
期
演
奏
会
実
行

委
員
会
の
田
辺
心
春
委
員
長

し
て
お
り
、
団
員
が
一
丸
と

な
っ
て
練
習
に
汗
を
流
し
て

い
る
。

　

１
９
８
０
年
に
発
足
し
た

同
吹
奏
楽
団
は
、
半
世
紀
近

い
活
動
を
続
け
て
い
る
。
今

回
の
定
期
演
奏
会
で
は
、「
ア

パ
ラ
チ
ア
の
春
」、「
シ
ン

フ
ォ
ニ
ッ
ク
ダ
ン
ス
Ｎ
Ｏ
・

３
フ
ィ
エ
ス
タ
」
な
ど
の
ク

ラ
シ
ッ
ク
や
「
朝
の
連
続
テ

レ
ビ
小
説
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
メ

ド
レ
ー
」、「
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン

メ
ド
レ
ー
」
な
ど
約
10
曲
を

準
備
し
て
、
音
楽
の
楽
し
さ

や
吹
奏
楽
の
魅
力
を
伝
え
る

こ
と
に
し
て
い
る
。

　

４
月
21
日
、
穂
坂
町
の
穂

坂
公
民
館
で
全
体
練
習
が
行

わ
れ
、団
員
約
20
人
に
加
え
、

定
期
演
奏
会
に
協
力
す
る
近

隣
の
吹
奏
楽
団
の
団
員
約
20

人
が
参
加
。
市
内
で
楽
器
店

を
経
営
す
る
飯
野
光
規
さ
ん

の
指
導
の
も
と
、「
お
し
ん
」

や
「
ベ
ス
ト
フ
レ
ン
ド
」
な

ど
の
発
表
曲
を
繰
り
返
し
練

習
し
た
。

　

堀
井
団
長
は
、「
生
の
楽

器
演
奏
を
聴
く
こ
と
の
で
き

る
機
会
な
の
で
、
肩
肘
張
ら

ず
に
気
軽
に
来
て
ほ
し
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
曲
を
用
意
し
て
い
ま

す
」
と
来
場
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

30
日
の
定
期
演
奏
会
は
、

午
後
２
時
開
演
で
入
場
無

料
。
先
着
順
。
問
い
合
わ
せ

は
☎
22
・
１
０
８
６
ま
で
。

　

市
内
在
住
の
約
20
人
で
構

成
し
て
い
る
韮
崎
市
吹
奏
楽

団
（
堀
井
彰
団
長
）
は
、
５

月
30
日
に
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ

ン
韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
「
第

39
回
定
期
演
奏
会
」
を
予
定

（
同
）
は
、「
隊
列
移
動
で
の

演
奏
や
ジ
ブ
リ
映
画
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
劇
は
聴
く
だ
け
で
な

く
見
て
楽
し
む
工
夫
も
し
て

い
る
の
で
、
楽
し
み
に
し
て

い
て
ほ
し
い
」
と
来
場
を
呼

び
掛
け
て
い
る
。

　

同
定
期
演
奏
会
の
開
演
時

間
は
、
16
日
が
午
後
６
時
30

分
、17
日
が
午
後
１
時
30
分
。

入
場
無
料
で
先
着
順
。
問
い

合
わ
せ
は
☎
22
・
２
４
１
５

（
飛
田
）
ま
で
。

　

東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン
韮
崎

ア
リ
ー
ナ
を
管
理
運
営
す
る

株
式
会
社
ミ
ズ
ノ
で
は
、
日

本
フ
ッ
ト
サ
ル
リ
ー
グ
の
ペ

ス
カ
ド
ー
ラ
町
田
な
ど
で
活

躍
し
た
元
日
本
代
表
の
原
辰

介
選
手
（
32
）
を
講
師
に
迎

え
た
「
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
を
４
月
18
日
に
同

ア
リ
ー
ナ
の
フ
ッ
ト
サ
ル

コ
ー
ト
で
初
め
て
開
い
た
。

　

こ
の
フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
、
小
学
４
年
生
～

６
年
生
を
対
象
に
、
フ
ッ
ト

サ
ル
技
術
の
向
上
を
図
ろ
う

と
開
か
れ
た
も
の
で
、
市
内

の
サ
ッ
カ
ー
の
ク
ラ
ブ
チ
ー

ム
や
市
外
の
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
９
人
が

参
加
し
た
。

　

フ
ッ
ト
サ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

で
原
選
手
は
「
フ
ッ
ト
サ
ル

の
技
術
は
サ
ッ
カ
ー
で
も
生

か
す
こ
と
が
で
き
る
」、「
ス

ペ
イ
ン
で
は
15
歳
ま
で
フ
ッ

ト
サ
ル
を
す
る
文
化
が
根
付

い
て
い
る
の
で
、
多
く
の
有

名
選
手
が
サ
ッ
カ
ー
で
フ
ッ

ト
サ
ル
の
技
術
を
使
っ
て
い

る
」
と
紹
介
。

　
「
フ
ッ
ト
サ
ル
の
コ
ー
ト

は
狭
い
の
で
、
パ
ス
回
し
が

重
要
に
な
る
」
と
い
い
、
パ

ス
の
出
し
方
や
ト
ラ
ッ
プ

を
反
復
し
て
学
ん
だ
ほ
か
、

ボ
ー
ル
を
受
け
取
っ
た
際
に

進
行
方
向
を
相
手
に
読
ま
れ

な
い
た
め
の
フ
ェ
イ
ン
ト
を

実
践
で
紹
介
し
た
。

　

練
習
の
終
り
に
は
、
児
童

９
人
対
コ
ー
チ
３
人
の
ミ
ニ

ゲ
ー
ム
が
行
わ
れ
、
原
選
手

が
繰
り
出
す
プ
ロ
の
技
を
子

ど
も
た
ち
は
肌
で
感
じ
な
が

ら
、
必
死
に
ボ
ー
ル
を
奪
お

う
と
コ
ー
ト
を
走
っ
た
。

　

前
田
結
翔
さ
ん
（
韮
崎
北

東
小
４
年
）
は
、「
ボ
ー
ル

を
持
っ
た
時
の
原
選
手
の
体

の
使
い
方
、
動
き
が
す
ご
く

て
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
も
練
習
し
て
試
合
で
生

か
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

韮
崎
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

（
中
沢
克
己
会
長
）
は
、
４

月
20
日
、「
２
０
２
６
年
度

総
会
」
を
韮
崎
市
役
所
別
館

で
開
き
、
25
年
度
の
事
業
報

告
と
収
支
決
算
報
告
の
件
、

26
年
度
の
事
業
計
画
案
や
収

支
予
算
案
な
ど
４
案
件
を
諮

り
、
承
認
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
中
沢
会
長
は
、「
園
児
や

児
童
を
対
象
に
し
た
サ
ッ

カ
ー
教
室
で
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
る
と
、
韮
崎
の

サ
ッ
カ
ー
文
化
を
よ
り
発
展

さ
せ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

う
。
ま
た
、
夏
季
の
イ
ベ
ン

ト
開
催
に
つ
い
て
は
、
猛
暑

へ
の
対
応
を
考
え
な
が
ら
進

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

語
っ
た
。

　

26
年
度
の
主
な
事
業
は
、

６
歳
以
下
対
象
の
「
キ
ッ
ズ

サ
ッ
カ
ー
巡
回
教
室
」
を
は

じ
め
、
児
童
を
対
象
に
し
た

「
サ
ッ
カ
ー
出
前
授
業
」、
市

内
高
校
の
サ
ッ
カ
ー
部
を
対

象
に
し
た
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー

レ
甲
府
の
コ
ー
チ
に
よ
る

「
サ
ッ
カ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
」、

市
と
共
同
に
よ
る
サ
ッ
カ
ー

Ｗ
杯
関
連
事
業
な
ど
を
予
定

し
て
い
る
。

大
勝
署
長
が
青

柳
さ
ん
（
右
）
に

感
謝
状
を
贈
呈

文化ホールで、2つの定期演奏会

最高の演奏へ、練習に力最高の演奏へ、練習に力

韮
崎
市
吹
奏
楽
団
定
期
演
奏
会

近
隣
の
吹
奏
楽
団
も
応
援

詐
欺
を
未
然
に
防
止

甲
斐
警
察
署
が
感
謝
状
贈
呈

児
童
が
フ
ッ
ト
サ
ル
体
験

原
選
手
迎
え
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
開
催

文化ホールを会場にして定期演奏会の全体練習をする韮高吹
奏楽部（上）と、協力団体と練習する韮崎吹奏楽団（下）

原選手とミニゲームをする児童たち

キ
ッ
ズ
巡
回
教
室

出
前
授
業
を
計
画

サ
ッ
カ
ー
協
会
総
会
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ところ　韮崎市商工会館　
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26 小泉 徹氏

猿渡 希氏

半澤 直史氏

参加を希望の方は事前にご連絡下さい

の時間を

毎週火曜日

経営者モーニングセミナー開催
参加費
無料朝有効に 活用して

みませんか！

（一社）倫理研究所 法人局
　　　　関東甲信越研究員

「変わりゆく戦国時代のイメージ
　　　～戦国武将の生き残り作成～」
武田氏研究会 事務局長

「純粋倫理の苦難観」

「プラス思考～その時の感情は～」
山梨県倫理法人会 副幹事長

朝を大切にする仲間を募集中！

冨永社会保険労務士事務所

社会保険労務士は、人事労務管理、助成金、
公的保険（年金、労災、雇用）のスペシャリスト！

〒400-0053  山梨県甲府市大里町4322-1
FAX  055-269-7541  
http://tominaga-office.com

1. 職場リスク管理をサポート
2. 行政対応をサポート
3. 助成金申請をサポート
4. 継続雇用の賃金設計
5. 諸規定、社内様式が
いつでもダウンロード

 TEL 055-269-7540

中小企業をサポートする

つの安心 !5
We have good Hands!
社会生活の基盤を支えるモノづくり

母の日にお花を
贈りませんか

5/10(日)

小旅行のお供は、
　　ジャンボタクシーで
小旅行のお供は、
　　ジャンボタクシーで

自動車高値買取
安心サポート販売

法人向け新車リース始めました法人向け新車リース始めました

インスタグラム

　

本
殿
に
続
く
石
段
２
４
９

段
を
神
輿
を
持
っ
て
駆
け
上

が
る
「
新
府
藤
武
神
社
例
大

祭
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）

が
、
４
月
19
日
に
中
田
町
の

新
府
城
跡
内
に
あ
る
新
府
藤

武
神
社
（
藤
原
武
男
宮
司
）

で
開
か
れ
、
多
く
の
参
拝
客

で
に
ぎ
わ
っ
た
。

　

当
日
は
、
奉
納
神
楽
や
太

鼓
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
祭

り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の
神

輿
登
攀
（
と
う
は
ん
）
で
は

青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
約
20
人

が
拝
殿
に
続
く
石
段
を
「
お

い
し
ょ
、
め
い
し
ょ
」
の
か

け
声
と
と
も
に
神
輿
を
持
っ

て
上
り
切
り
、
参
拝
客
か
ら

は
「
が
ん
ば
っ
た
」、「
め
で

た
い
」
な
ど
の
歓
声
や
拍
手

が
上
が
っ
た
。

　

新
府
藤
武
神
社
氏
子
総
代

の
阿
部
恵
一
総
代
長
に
よ
る

と
、
こ
の
例
大
祭
は
五
穀
豊

穣
や
地
域
の
安
寧
を
願
う
春

祭
り
と
し
て
地
域
で
は
「
お

新
府
さ
ん
」
の
愛
称
で
親
し

ま
れ
て
い
る
も
の
で
、
中
田

町
中
條
地
区
の
若
者
で
つ
く

る
「
お
祭
り
青
年
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
重
量
約
４
６
０
㌔

の
神
輿
を
持
っ
て
石
段
を
駆

け
上
が
る
「
神
輿
登
攀
」
が

伝
統
に
な
っ
て
い
る
と
い

う
。

　

中
田
町
出
身
で
神
奈
川

県
在
住
の
植
木
美
緒
さ
ん

（
40
）
は
、「
毎
年
こ
の
例
大

祭
の
時
期
に
合
わ
せ
て
帰
っ

て
き
ま
す
。
同
級
生
も
担
ぎ

手
に
い
る
の
で
、
階
段
を
駆

け
上
が
る
時
に
は
声
援
を
送

り
ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し

た
。

　

茅
ヶ
岳
（
１
７
０
４
㍍
）

で
１
９
７
１
年
３
月
に
急
逝

し
た
「
日
本
百
名
山
」
の
著

者
で
登
山
家
の
深
田
久
弥
を

し
の
ぶ
「
第
45
回
深
田
祭
」

（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
、

４
月
19
日
に
穂
坂
町
の
茅
ヶ

岳
と
登
山
口
前
の
深
田
記
念

公
園
で
開
か
れ
、
記
念
登
山

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
碑
前

祭
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
午
前
７
時
か
ら

一
般
参
加
の
「
記
念
登
山
」

が
始
ま
り
、
県
内
外
か
ら
約

１
７
０
人
が
参
加
。
同
８
時

か
ら
は
、
地
元
山
岳
会
「
白

鳳
会
」
の
メ
ン
バ
ー
が
登
山

ガ
イ
ド
を
務
め
る
「
同
行
ト

レ
ッ
キ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
、

県
内
外
か
ら
30
人
が
参
加

し
、
山
頂
を
目
指
し
た
。

新
府
藤
武
神
社
例
大
祭

「
お
い
し
ょ
、
め
い
し
ょ
」

深
田
祭
を
開
催

記
念
登
山
な
ど
実
施

本殿に続く石段を神輿を持って上る「お祭り青年会」

https://www.instagram.com/carshop_garden/
https://fujihiro.jp
https://www.fujizakura-sc.jp/
https://x.com/FC_FUJIZAKURA
https://www.instagram.com/fujizakura_academy/
https://teket.jp/g/07a947zkbx
https://www.syowa.com/



